





































































得ない。古代から 12世紀までの長い間，口承や ・ ・ ・ ・  などの「手









よび C音部（ハ音）を表す記号 と F音部（ヘ音）を表す記号 を用いて，徐々に音のシークエン
スであるメロディーを見る楽譜によって表示されるようになる 7）。音は接続してゆき，音楽はこの
音





















































k w o t t e n a i   k a n y e
ォティナイ・カニエ」と呼ばれる金のイヤリング
に人は眼を見張る。（図 3）10）。クォティナイ・カニエはこの民族の女性の装飾品の一つで，アダだけ
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と自己に対する認識
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…。一見する









































書 字 ・ 書 記
クリチュールによる「言語的イメージ」あるいはまた
イ






























































































































































4 4 4 4
人は太鼓師の方向に眼
を向けるが，これと同時に彼らの後方の岩の丘の向こう側から，宝
イ ミ ナ ・ ゴ ン ケ ル
貝の胸ベルトを付け，黒
イ ミ ナ ・ サ ヌ ー
いズボン
の上から赤














































































































































































4 4 4 4 4
からしても，あるいは
これを眺めている者の眼




























に接続するという，〈過去 － 現在 － 未来〉のも
う一つ別の潜在的な接続統合を伴いながら，敬虔な情動の空間に組み立てる 45）。
図 12　 ジャン =フランソワ・ミレー『晩鐘』（1857年～


























ドゥルーズは指摘する。【記号 － ［シニフィアン － シニフィエ］】という王室の中で「シニフィア
ン〔王〕がまさに自分のシニフィエ〔母，姉妹〕と愛をかわす 47）」といったその閉塞的なオイディ
プス的近親相姦を止めなければならないのだと。視のプラトーやこれと聴のプラトーの接合などの
























は「イミナ・ゴンケル」，腕輪は「イミナ・ノン・トング」呼ばれている。Polly Richards, ‘What’s in a Dogon 
mask?’ Anthropology and Aesthetics, res 49/50, Spring/Autumn, Peabody Museum of Archaeology & Ethnology, 
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